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1. はじめに 
チラシに掲載されている情報を自動でデータベー

ス化するシステムがあれば，消費者は一目で最安値
や販売傾向を把握することができて便利である．ま
た他店の情報を容易に把握できるようになれば店側
も便利になる．しかし，店舗が作るチラシは画像に
なっていて，更に背景が複雑なため既存の OCR ソ
フトによる文字認識精度は低い．全国のチラシを収
集しデータ化するサービス[1]，[2]もあるが，企業向
けかつ高額である．我々が調べた限りでは，商品情
報と価格を同時に自動抽出する研究は無い． 

我々は商品の内容情報(会社名，商品名，内容量)を
認識する機能を実現し，ヤオコーのチラシにおいて
認識率 92.9％を実現した[3]．一方でカスミのチラシ
では 73.7％と低く[4]，他店舗の認識精度の改善が課
題となっている．特に箇条書きの印の認識率が低い
ことが内容情報認識の精度低下の要因となっている． 
チラシでは，1 つの価格に会社名，商品名，内容

量が 1 つずつ対応する場合と，複数の商品，内容量，
会社名が対応する場合(図 1)があり，認識処理を切り
替える必要がある．後者の場合は箇条書きで記載さ
れるため，箇条書きの印で判別し，印を用いて認識
する．そのため，印認識率が低いと精度が大幅に低
下する．そこで本研究では，カスミのチラシにおけ
る箇条書きの印の認識精度の改善を目的とした． 

 
 
 
 
 
 

 
2. 手法 
2.1 従来手法 
箇条書きの印の認識にはテンプレートマッチング

を利用する．複数サイズの「●」のテンプレートを用
意し，正規化相互相関が 0.8 以上のものを印の候補
として抽出する(図 2(a))．次に，抽出された候補を固
定閾値で二値化し(図 2(b))，円形度が 0.8 以上のも
のを印とする． 

 
 
 
 
 

2.2 改良手法 
従来研究では手法やパラメータがヤオコーのチラ

シに最適化されていたため，カスミのチラシの印を
ほとんど認識できなかった．本研究ではカスミのチ
ラシに対応するため以下の手法を導入した． 
①図 3 のようにカスミの印はヤオコーの印より小さ
いため，サイズの小さなテンプレート(黒丸の直径

4,5,6,7,8 画素)を用いた． 
②円形度の閾値を 0.8 から 0.75 に下げた． 
③サイズの小さい印ではテンプレートマッチングの
誤差が出やすいため，サイズが 4,5,6 画素の場合
のみ正規化相互相関の閾値を 0.7 に下げた． 

④黒色でない印を除外するため，二値化の前に印の
中心 1/3 四方の領域で画素値の最小値を求め，最
小値が 50 より大きい場合を除外した． 

 
 
 
 
 
3. 実験 
カスミのホームページに掲載されていたチラシ

17 枚(印 102 個)を用いて実験した．結果を表 1 に示
す．従来は 12.7%しか認識できなかったが，①～④
の手法を全て追加することで再現率を 93.1%に改善
できた．④を無効にした場合は 94.1%となったが，
適合率と F 値が低下した． 

認識に失敗した印の大半はテンプレートマッチン
グの正規化相互相関が 0.8 未満だった．チラシ画像
は圧縮されているため，圧縮ノイズにより形状が正
円から変化したことが原因である．誤抽出としては，
商品名や内容量の中黒の誤抽出が多かった．こうし
た誤抽出に対しては，前後の文字列を利用して印か
中黒か判別するなどの対策が考えられる． 

今後の課題としては，さらなる精度改善，白色の
印への対応，より多くの店舗で汎用的に使えるシス
テムにすることが挙げられる． 

 
 
 再現率 適合率 F 値 
従来 0.127 0.722 0.217 
①～④有効 0.931 0.798 0.860 
①無効 0.098 0.667 0.171 
②無効 0.775 0.814 0.794 
③無効 0.873 0.840 0.856 
④無効 0.941 0.762 0.842 
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表 1 実験結果 

図 3 各店舗の印の比較 

図 2 印認識の流れ 

 

(a) ヤオコーの印[6] 

(a) 印候補 

(b) カスミの印[5] 

(b) 二値化 

図 1 箇条書きのチラシ[5] 
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